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令和６年度第３回鹿児島県理学療法士リーダー塾

２
０
２
４
年
１
２
月
１
３
日

（
金
）
１
８
時
よ
り
第
３
回
鹿

児
島
県
理
学
療
法
士
リ
ー
ダ
ー

塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
塾
は
、
若
手
、
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
今
回

で
２
０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

講
師
に
株
式
会
社
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
理

学
療
法
士
・
代
表
取
締
役
の
張

本
浩
平
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
考
え
る
べ

き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
こ

と
・
で
き
な
い
こ
と
・
対
応
す

べ
き
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
講
義
頂
き
ま
し
た
。

増
加
す
る
理
学
療
法
士
の
職
域

を
拡
大
す
る
た
め
に
、
組
織
は

ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
い
く
の

か
、
医
療
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な

く
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

売
り
上
げ
の
追
求
で
は
な
く
、

労
働
モ
デ
ル
の
標
準
化
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
ご
提

案
を
頂
き
、
株
式
会
社
ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
で
の
ご
経
験
を
聴
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
人
材
育
成

を
具
体
的
に
落
と
し
込
む
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
多
く
頂
き
、
参
加

者
の
皆
様
と
共
有
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
懇
親
会
で
も
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
出
来
て
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
株
式

会
社
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
様
の
リ
ハ
ノ
メ

な
ど
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新年のご挨拶

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

重
点
事
項
と
し
て
い
ま
し
た
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
」
に
関
し
て
も
県
士
会
と

協
働
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
手
応
え
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
連
盟
は
、

・
理
学
療
法
士
協
会
の
目
的
達
成
の

た
め
必
要
な
事
業

・
連
盟
の
組
織
強
化
・
拡
大
に
関
す
る

事
業

・
連
盟
の
広
報
に
関
す
る
事
業

・
研
修
会
、
講
演
会
等
の
開
催

・
日
本
理
学
療
法
士
連
盟
と
の
連
携
に

関
す
る
事
業

・
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

・
そ
の
他
の
事
業

を
本
年
も
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
目
的
達
成
の
た
め
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
組
織
代
表
議
員
の

存
在
で
す
が
、
夏
に
参
議
院
選
挙
が
控
え

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
理
学
療
法
士
連
盟
の
活
動
が
問
わ

れ
る
半
年
間
、
同
時
に
私
た
ち
の
未
来
を

左
右
す
る
半
年
間
で
あ
る
と
捉
え
、
県
内

を
走
り
回
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
実
り
多
き
一

年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

鹿
児
島
県
理
学
療
法
士
連
盟

会
長

岩
森

俊

https://www.gene-llc.jp/rehanome/

https://hugkumo.com/

小川かつみ氏参議院議員に繰り上げ当選

理
学
療
法
士

小
川
か
つ

み
氏
が
繰
り
上
げ
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
小
川
議

員
は
今
後
、
田
中
ま
さ

し
参
議
院
議
員
と
共
に
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

分
野
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

当
連
盟
は
、
引
き
続
き

小
川
か
つ
み
議
員
の
活

動
を
全
面
的
に
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
政
策
提
言
や

社
会
的
認
知
の
向
上
を

通
じ
て
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

を
広
く
訴
え
て
い
く
所

存
で
す
。
小
川
か
つ
み

議
員
の
今
後
の
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※写真は2年半前に鹿児島で開催した個人演説会での1枚です
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教えて！
村山先生！

この質問に関しては、浅学非才な私の私見だけでは内容が薄くなると考え、田中まさし参議
院議員秘書の内藤先生（理学療法士）に、今現在（1月15日）の肌で感じる状況を確認致しま
した。

今回は、昨年の衆議院選挙の影響についての質問です。ちょっとだけ
リニューアルしました。

編集後記
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
衆
議

院
の
解
散
総
選
挙
、
東
京
都

知
事
選
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
で

は
大
統
領
選
挙
な
ど
、
政
治

が
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い

１
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
年
も

７
月
に
参
議
院
総
選
挙
を
控

え
、
皆
様
と
一
致
団
結
す
る

こ
と
が
必
要
な
年
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
の
未
来
を
考
え
、

少
し
で
も
政
治
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

広
報
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
年
も
１
年
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
理
学
療
法
士
連
盟

広
報
局
長

木
場
涼
介

鹿児島県理学療法士連盟

Instagram

会員募集！ みんなで活動、してみませんか？

鹿児島県理学療法士連盟
入会申し込みフォーム NEXT入会申し込みフォーム

第１回鹿児島県理学療法士連盟ゴルフコンペ

昨年の衆議院議員総選挙の結果で理学療法士への
影響はあるのでしょうか？

２
０
２
４
年
１
２

月
１
３
日
（
金
）

鹿
児
島
ガ
ー
デ
ン

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

て
、
第
１
回
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
行
い

ま
し
た
。
９
名
の

先
生
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
３
名

ず
つ
の
組
に
分
か

れ
ス
タ
ー
ト
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、

順
調
に
楽
し
く
ラ

ウ
ン
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
ご

参
加
い
た
だ
い
た

先
生
方
、
楽
し
い

時
間
を
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
ぜ

ひ
第
２
回
の
開
催

を
企
画
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

まずは衆議院総選挙後の国会議員数についてですが、
衆議院定数：465名（与党215名、野党250名）となり、衆議院が少数与党ですので法案・
予算を通すためには野党の協力が必要です。例えば、リハに関する法制度・予算を進める
ためには、（極端な表現をすると）これまでは与党内議員に話を通せば良かったのですが、
野党に理解を求める必要が出てきます。つまり、少数与党のため、要望が通りにくくなる
だろうという所が一番大きな影響ということになります。

次に『リハビリテーションを考える議員連盟』の所属議員ですが、
衆院選前 ：191名（衆141名／参50名）
衆院選直後：162名（衆113名／参49名）⇒リハ議連所属の先生が29名落選！
現 在：176名（衆126名／参50名）⇒選挙後、新しい方が14名入会！
上記の様に、今回リハ議連所属の先生が29名落選しました。その中には様々な会合で

リハ政策を推してくれていた議員が多く含まれています。
先に触れたように、現時点で衆議院が少数与党の中、リハ政策を推してくれていた議員が
大きく減ったのはとても大きい影響が出るのではと感じています。

しかしその中でも、田中まさし議員は持ち前の行動力を駆使して、国民の為に必要なリハ
専門職の法律改正・処遇改善・4年養成課程の実現等に向けて、これからも先頭で頑張られ
ると確信しています。今夏に向けての更なる応援を、よろしくお願い致します。
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